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第６章  黄砂実態把握調査結果 
 
 平成１２年から１４年にかけて黄砂の発生回数が大幅に増加し、洗濯物や自動車の汚れのほ

か、黄砂に付着して運ばれる有害物の影響が懸念されている。また、地球規模での環境の変化

から、今後の黄砂発生回数の増加も懸念されている。 
 そこで、黄砂時における浮遊粉じん量とその中の成分を分析し、本県における黄砂の実態を

把握することを目的として黄砂実態把握調査を行った。 
 なお、平成１７年度の本調査は、環境省が全国９か所で実施している「平成１７年度環境省

委託事業黄砂実態解明調査」（以下「環境省委託調査」という）と併せて実施した。 
 
１ 調査地点及び調査期間 
調査地点は金沢市太陽が丘、調査期間は平成１７年４～５月及び１８年３月である。 
なお、調査期間中に浮遊粉じん調査を１４回（内、環境省委託調査６回）、２段型粒径別浮

遊粉じん調査を１０回（内、環境省委託調査６回）実施した。 
 
２ 調査方法 
（１）浮遊粉じん調査 
 ハイボリウム・エア・サンプラーを用いて浮遊粉じんを２４時間連続採取し、粉じん

量、イオン成分濃度、多環芳香族炭化水素類等を測定した。 
（２）２段型粒径別浮遊粉じん調査 
２段型アンダーセン・ローボリウム・エア・サンプラーを用いて、浮遊粉じんを粗大

粒子と微小粒子の２段階に分級して２４時間連続採取し、粗大粒子と微小粒子の粉じん

量を測定した。 
粗大粒子と微小粒子の分離粒径は、平成１７年度黄砂実態解明調査実施要領（環境省）

に従って粒径 2.5μmとした。 
 

３ 調査結果 
（１）黄砂飛来状況 
金沢地方気象台の調べによれば、平成１７年度における黄砂観測日は、平成１７年４

月に３回（４月１５、１６、２１日）、１８年３月に１回（３月２１日）の計４回であ

り、平成１７年度は、前年度と同様に黄砂の飛来日数が少なかった。 
（２）浮遊粉じん調査結果 
 平成１７年度に実施した１４回の浮遊粉じん調査の内訳は、黄砂観測日を含む試料が

２試料（いずれも環境省委託調査分）、非黄砂観測日の試料が１２試料である。これら

の調査結果を表６－１に示す。 
 浮遊粉じん量については、平成１７年度は黄砂観測日を含めてすべての試料が 
80μg/m3以下であり、著しく黄砂の影響が認められるものはなかった（図６－１）。 
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図６－２　イオン成分及びB(a)P濃度  
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図６－１　調査日における浮遊粉じん濃度

：平成１７年度環境省委託事業黄砂実態解明調査による結果で、濃度は速報値である。 
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イオン成分及びベンゾ（ａ）ピレン等の多環芳香族炭化水素類の濃度を図６－２に示

す。これらの成分にも黄砂の影響を著しく受けていると考えられるものはなく、すべて

の項目で平成１５年度及び１６年度の非黄砂観測日と同程度の濃度であった。 
（３）２段型粒径別浮遊粉じん調査 
２段型粒径別浮遊粉じん調査の調査結果を図６－３に示す。 
金沢地方気象台における黄砂観測日試料である４月１４～１５日及び４月２１～２２

日の試料を含む７試料については、粗大粒子より微小粒子の方が多かった。一方、黄砂

観測日ではなかったが、３月中旬以降の３試料については粗大粒子の方が多かった。 
（４）環境省黄砂実態解明調査 
環境省は全国９か所で採取した浮遊粉じん及び粒径別浮遊粉じんの成分等の分析及

び解析を実施中である。 
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  図６－３ 浮遊粉じんの粒径分布 
 
  ：平成１７年度環境省委託事業黄砂実態解明調査の結果で、速報値である。    




